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『
あ
る
る
』
已
周
年
記
念
オ
ー
プ
ン
セ
’

い
い
街
．
い
い
人
．
い
い

あ
ｈ
ソ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
わ

暮
ら
し
。

新鮮な魚を買い求めるお客橡

￣、

早朝から並んでいただいたお客様

抽選でビッグなプレゼントが当たります

）ルイ

ル
。

店諏販売もお客樵でいっぱし、

前
十
時
の
開
店
を
前
に
朝
早
く
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
、
期
間
中
約
一
万
一
一
千

人
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

期
間
中
、
特
別
企
画
と
し
て
先
着
三

百
人
に
ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

る
抽
選
会
が
行
な
わ
れ
、
初
日
は
、
米

（
ほ
し
の
ゆ
め
）
五
藷
が
五
十
人
、
牛

乳
一
脚
と
玉
子
一
ケ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
で

一
一
百
五
十
人
に
、
一
一
日
目
は
、
米
・
伯

爵
い
も
．
生
鮮
食
料
品
・
日
用
雑
貨
．

合
わ
せ
て
一
一
一
百
人
、
三
日
目
に
は
、
ラ

ッ
キ
ー
賞
付
き
ビ
ッ
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
新
巻
鮭
が
五
十
人
、
農
協
乳
製
品

エ
場
の
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
本
食
セ
ッ
ト

が
一
一
百
五
十
人
に
、
早
朝
か
ら
並
ん
で

い
た
だ
い
た
お
客
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
店
内
、
店
頭
商
品
が
超
激

安
価
格
で
販
売
さ
れ
、
大
盛
況
の
オ
ー

プ
ン
セ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
鮮
で
豊
富
な
品
揃
え
と

よ
り
良
い
品
を
よ
り
安
く
、
健
康
と
安

全
性
を
考
え
た
商
品
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
愛

顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

標
津
店

ル
が
、

日
間
（

開
店
二
周
年
を
迎
え
た
Ａ
コ
ー
プ
中

津
店
「
あ
る
る
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
ー

が
、
十
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
二

間
（
第
一
弾
）
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
ー
ル
の
三
日
間
は
、
午
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２１世紀に向けて
新たな展開を
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収蠣金面は前リ頂ミリゴf千代織ｆ紐付
外農安こではよクおは＿二近曽１１とに’）貸

蝿r灘IDU
農弼の jｉ 

財
ヲ

平成12年度ｇ月末における、財務の

状況についてお知らせいたします。

億万’）静貯と父金/《Ｉｆｌｉドリ〃のま

蕊蛎ｎｉリ令段１７錘
『蝋iHM1

鯛獅芒はｉＭｉｉ“
た卜八勘億
・三ｆＴ繭''１

でとの加千鱗ま－少〃千総
はな、しIlWj買し臆し’１１几金販
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ほま｜ｲ§ド１１Ⅱ【万品店゜ＴＬも加万む品
ぽしで子１１１取舗七のしｌｌ１－取
前たはで、扱事１７の、、l)し1扱
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世細〒Ｉｉｉ乳と品｜りし〃、
な11（のたＩＩｌ飼
り扱ｊｗ６が科を｣９１１１豈物ｋ
ま商加の琳六りを減１『「ノＬｉＷｉ

侭
一
千
二

販
売
事
業

で
は
、
ほ
ほ
前
年
樅
み
の
塊
紡
・

し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
な
児

努
〃
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
》

昌
協
〃
を
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。
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な
お
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麻
の

、
儒
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平成12.13年産

甘味資源作物などの生産者価格
「新たな砂糖・甘味資源作物政策大綱｣ならびに本年３月に策定された「食料・農業‘

農村基本計画」を受け、決定された内容は以下のとおりです。

１．てん菜

平成12.13年産平成11年産

(1)艇家爽手取後17,1701ﾘ／トン（17,I501I]／トン）

うち1ｉｔ低ｲﾋ雄勝II11i格17,040111／トン（17,150IIJ／トン）

農業経溝蕪樵強化特ルオ策１３０１１１／トン（

(2)新ビート産業将来ビジョンソミ魂

推進YIf業YＹ901J]／トン（901【I／トン）

○緑肥作物の導入、効率・打力化機械の導入などの取り組みを推進。

(3)原料ｌｌ１ｉ鴨要|)Mｿ§・Ｉ)ⅡjlWi調催[Ｗ(il策’億ｇＷＪｌリ（１億９千〃''１）

○原料糖の;A;婆|}|]充や川IMi調整,｛１１１対策について国が支援。

「可

１丘成12flz塵平成１１年雌

(4)てん菜糠の|]:１１ﾉﾘ産轆交付金liillHi87,9231'Ｌトン（

O1z成12年厳から'E]lﾉﾘ潅轆交付金を交卜Ｉする方式に切り拝え。

１
１
 

２．馬鈴しよ

平成12.13年塵

14,0701【l／トン

13.960円／トン

IlOl1I／トン

1z成11年)盤

(14,0501'|／トン）

(14,050円／トン）

（ 

(1)股家実手取額

うち原料J1瞳ikIilli格

うち腱業維鴬基盤強化特別Ail策

匠司

平成12年産

(2)馬鈴しょでん粉の興人蝶準Ｉ１ｌｉ格108,434111／トン

(3)馬鈴しょでん粉_'二場の環境対策の調盃1Ｆ業を爽施。

平成11年産

(109,1691ﾘ／トン）

５ 



第35Fﾘﾖｰﾛﾂﾊﾟ酪農･畜産･農業事情視察研修
経営企画課長内』悟

農
業
環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

環
境
問
題
に
関
心
爪

↓ 欧
州
視
察
を
終
え
て

な以】17三腱ま三勢国lJqと戸
い上め十地すルイは上而フデデ
たがるこは゜に平而をエンン
め耕醤,,ノノニ[』す担祇超｜ママ
、地合稀lfT上ぎではえン’’
デでは一六面ず蛾ノしる脇クク
ンす六で１－積、商Jll大、は￣
マ｡三，九|ﾉｑゆ地よ小ジユ
，犬訂農刀ｉＬｉる点りの’ト
ク然で地紡三やでやバカララ
の武、のヘートかもや々ンン
総源そlKlう刀な海大かドド
済仁の’二ちｽﾞｦ爪抜きら崎半
は恋ノＬｍｉ牧にが汀くなな燭
多まoijIiW2対統上、りど地
i'二れ訂に地しき十地、の域

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
カ
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
オ
ラ
ン
ダ
・

ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
）
を
、
酪
農
総
合
研
究
所
副
所
長
の
久
保
嘉
治
氏

を
団
長
に
、
全
国
よ
り
一
一
十
八
人
が
参
加
し
、
視
察
研
修
し
て
参
り
ま

し
た
の
で
概
要
を
報
告
致
し
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
農
家
の
多
く
は
、
古
い
石

造
り
や
レ
ン
ガ
造
り
の
家
に
住
み
、
物
を
大
切
に
し
仕
事
場
と
生
活
の

場
を
は
っ
き
り
分
け
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
エ
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

八頭のび多栽と族物膿股ンＩＩＢとそに

:ilii(鱗#鱗戦繍;ド

ji蕊蕊lｉ
`已角

が
一
筒
く

、

； 霧Fべ

局

３幽灘１Fｑ 鰄辮繊徽藝川・↓

Ⅱ 

、

； 鱒
蕊蕊

|ⅢII1illliillllliiiIiiiiiiliIililillll1 
■ 

ｌｊＩ'画1１ 

P 

.､蕊
＞Ｐ■でグ

Y：､ ．ｌ 

h望

鄭薑箒

延
空

閏
＄ ’一一一四」 宍己､ 

愈洲可叩晒囲加凹加印１１ 7 

ノートルダム寺院にて(フランス･バリ】
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進をにデな詩体い,ＨＬの政環依とる業の④のうｒてＵのす雌はすめしＴ・ｌ１ＬＩ１ｆヤ
をはもンど糞とま業たⅡ］:境仔や,ＩＩＬまの発環雑とい共Ｅ・ル凸減。、た八「ｉ均ｌ

凶馳了釦#蚊職'１t鮭険IWiii：鮒'澪Ｈ２了欝艤縄野紺

灘ｉｉ蝿蝿鞭1職鯉
識蝉溌溌i撤雛

化心ＩＩＬりたすら分に①

ii総器勾デ鮭＃1揮
料くら堵農ンさせき'１ビマ

鎚醗＃
戦鐡蝋鐘
以尿の－が狭い`卜をわ農隠．｜ＩＭＬ、よいまか卜ず

Ｆ可

2-｣ｑ－－ 
Ｐ－－ 

ｊ'《i`′

' 
■ 

F9コ

鰯 識
ｈ 

￣ 

オーフス･バイォガスプラント

隣瞥鍬緋繍鯆擁iiil繩鰄繩鮒Ｍ鰍スヌ

!『撫騨騨笘
瀞織騨繊鱒辮雄

ク滞みさ排な先の
酪要とれ除背が關
農が閥るしｊｊｌ進心
が噸心’卜、かめか
発火が乳よら「」ら
腱しＩ１ｉｊ製リ、れ、
してま'１１１，１:１環て環
まさりに然境さ境
した、対に桁まに
たたこし近染し優
・めれていをたし
オら、蝋で・い
’によ」党きこ農
か刈りでるのリボ
ニす親化だよの
.ｖるし産けう研

７－刃

まＬエｌ１ｉｌ魁クはツリｉｊｉ:lＪｑ－ｉｒｉ－○
すＡＩｉｉｉｌｌＬ飲司クまし）］をノＬ７ｊ乳乳
・なデ介て１１１エギＬしてに災人一業業
ピンがい乳コ製た、デザしが「全会
八酪集まがミ，ｌｌ１１ｏＥンし′ｋ／（社社
つ農ます・ルを‐Ｕマて乳【「では
の協つ゜○ク′l自几で１チ供二は生
ｌＷｆ全てＩｌ１ｆｆ￣朧ノＬＬ［ク｜給十、産
Ｈｆでつ央をとし・大のズー八Ａ者
協、<ｌＪＩＩＬｉし、イドなＭをが人Ｒ団
同傘つ休めて■か乳、轍ノlEのＬ体
紐卜.てはるオ○ら業フ’''１乳うＡが
谷にい、６’○オ会’しのちへ運
がはる酷のかｏ１ｉＩ：ズ、三・紐営
あＡス腿とニイドガにと今分〃合
ｌ）ＲウＭＩＩ亀ツにニな合イドのノＬｆｉ

鯛字糊与醗繩Miij<
１２典い剛11ボめて農地IiI］緋つ

ｔ幽鮒驍糊ｾﾞｶﾞ烹
蕊蕊艤嚇織

鍛鱗蝿
麟窪鱗

［
オ
ラ
ン
ダ
］

オ
ラ
ン
ダ
は
脚
全
体
が
低
地
の
平
原
で

Ｎ
ｈ
の
川
分
の
．
が
海
、
下
に
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
人
が
「
オ
ラ
ン
ダ
は
神
よ
り
ぃ
え

ら
れ
た
囚
で
は
な
く
、
我
々
ｎ
身
が
つ
く

'７ 



農あの数い食約トの趣ＩＹＩｉ上しイドノlミイ|ｋ業棋まのＥの左就｜｜はl几1の１２る１Kズ,ｌら紀つ
.ｌ）大がま｜/:ｊｉｌリウ・もで地か統'寵のがなす農ｕ農つ業はこｏｆ分割方しれにた

製騨麟溌霊溌瀦

l醗鐡醗騨蝋

①
今
後
の
オ
ラ
ン
ダ
農
業

卜
拓
と
区
両
終
珊
に
よ
る
附
造
改
雌
涛

腱
業
政
策
の
腿
と
し
て
推
進
し
て
き
た
オ

ラ
ン
ダ
も
、
近
年
Ｅ
ｒ
化
（
迦
腱
葉
政
策
の

枠
組
み
の
小
で
競
争
し
て
行
か
な
け
れ
ば

なス多左乳什そ、'１′|ミそノ《頭めはうた１守さかiiiリン二年クで当乳
つ卜〈〈業へのり乳の＝数lWf、Ｅン。ダ’）れらいの灯以ラ多’ノ製
てが、、１ﾆﾋﾉ|：の化他訂ｌＥｉ農粉ＵダそなiWfなの胎・１１二」ミス〈の！'ｉｎ
い炎′ｋ１１１場卜乳乳産Z、六丁『\Ｌ１はのど農が樫め部頃ので、乳、
まく’濃一はじのＩＩｔｌｌ上訂亦}数で］ｉ、伝のをら水て族に膝す－’|皇豚
す、ラの＿［［三六は￣「」刀は６カチ統チ統もといがは史･虹の１A１
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搾
乳
後
に
行
な
う
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
（
ポ

ス
ト
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
）
は
、
新
た
な
乳
房
炎

感
染
防
止
の
た
め
の
手
段
と
し
て
定
着
し

て
い
る
と
い
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
の
デ
ィ
ッ
ビ
ン
グ
は

適
切
な
〃
法
で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
、

兄
砒
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

｜
、
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
五
ケ
条

①
搾
乳
戒
後
に
行
な
う

搾
乳
後
の
乳
頭
は
、
乳
頭
Ⅱ
が
附
い
て

お
り
、
時
間
が
総
つ
に
つ
れ
て
呼
び
閉
ま

っ
て
き
ま
す
（
Ｎ
｜
）
。

搾
乳
匝
後
に
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
こ

と
で
乳
頭
に
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
液
の
皮
脱
を

ﾎﾟｽﾄディッピングを見直す

北根室地区農業改良普及センター

①二るの立⑤ま乳で皮④よ効付隈③すすぐ乳②こをつ
搾、こ内たデ′卜す頭ＩＨＩがデ正うｊｌＬ近人乳グ効るかとの搾乳と殺<

護ii織灘蕊騨鵬蕊鯛
騨謹灘：鱗職劉のｌオしでいン乳細まトカ［間に

…■i…聯繍蝋噸ｉｉ漂鐡‘…〆…二，１，，１，，ザギ蝿し,M、の＞』;鑿謬牛ぐ,繍上み法を
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乳頭ロ
①搾乳完了直後

魁

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤
は
乳
汁
な
ど
の
打
機

物
が
混
入
す
る
と
殺
閾
効
果
が
低
ｒ
し
ま

す
。
搾
乳
毎
に
新
鮮
な
液
剤
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

②
デ
ィ
ッ
パ
ー
を
洗
浄
す
る

い
く
ら
デ
ィ
ッ
ヒ
ン
グ
剤
を
搾
乳
毎
に

新
し
く
し
た
と
し
て
も
、
肝
心
の
入
れ
物

が
汚
れ
て
い
て
は
元
も
ｆ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
ィ
ソ
パ
ー
は
い
つ
も
澗
潔
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
澗
潔
な
状
態
で
係
僻
す
る

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤
の
タ
ン
ク
な
ど
に
、

表１主なディッピング劃

②I～2分後

；,〃
主成分 希釈倍率品名

ｺﾞ毎冤、

クォーターメイト ヨードホール 原液

4～５倍ヨードホールコートラック

アイオディッブ ノノキシノールヨード 2倍

ファインディッブ ノノキシノールヨード 4～５倍

デイリーガード ノノキシノールヨード 2倍

原液ノノキシノールヨードセラテック

2倍ノノキシノールヨードコートテンスリー
(3)１５～３０分継

ゴ
ミ
な
ど
が
入
る
こ
と
も
殺
繭
効
果
の
低

ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
間
の

聯
謎
や
、
冬
場
は
凍
絲
な
ど
で
液
剤
が
分

離
し
て
い
る
場
合
も
ザ
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
混
和
し
て
か
ら
液
剤
を
枕
川

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

三
、
デ
ィ
ッ
パ
ー
の
特
徴

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
な
う
上
で
デ
ィ
ッ

パ
ー
は
正
要
で
す
。
デ
ィ
ッ
パ
ー
の
砿
類

に
よ
る
特
性
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
侵
波
タ
イ
プ

液
剤
が
雰
器
に
瓜
る
タ
イ
プ
（
写
兵
．
・

右
側
）
と
、
膿
ら
な
い
ノ
ン
リ
タ
ー
ン
タ

イ
ブ
（
写
兵
一
・
左
側
）
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ン
リ
タ
ー
ン
タ
ィ
プ
で
は
、
液
剤
が

戻
ら
な
い
の
で
有
機
物
が
液
剤
に
況
人
し

ま
せ
ん
。
ス
プ
レ
ー
タ
イ
．
ブ
よ
り
も
少
な

い
液
剤
で
、
命
作
を
デ
ィ
ッ
ビ
ン
グ
す
る

こ
と
が
で
き
、
も
っ
と
も
確
笈
な
〃
法
と

し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
ス
プ
レ
ー
タ
ィ
フ

手
軽
に
デ
ィ
ッ
ヒ
ン
グ
で
き
、
液
剤
に

有
機
物
が
混
入
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乳
頭
の
裂
側
な
ど
に
か
か
り
に

く
く
、
確
笈
に
乳
頭
全
体
を
デ
ィ
ッ
ピ
ン

グ
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
〈
写
兵
一
）
。

>’ 
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名 主成分 希釈倍率

クォーターメイト

コートラック

アイオディップ

ファィンディップ

デイリーガード

セラテック

コートテンスリー

ヨードホール

ヨードホール

ノノキシノールヨード

ノノキシノールヨード

ノノキシノールヨード

ノノキシノールヨード

ノノキシノールヨード

原液

4～５倍

２倍

4～５倍

２倍

原液

２倍
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紛
人

■－ 

こ

■ 今
Ⅱ
の
と
っ
て
も
元
気
で
明
る
い
人
菰

者
は
、
協
和
地
区
に
お
住
ま
い
の
水
行
聡

緒
菜
ち
ゃ
ん
だ
よ
。

型
緒
菜
ち
ゃ
ん
は
、
大
好
き
な
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
ビ
デ
オ
を
凡
て
待
っ
て
て
く
れ

た
ん
だ
。
と
っ
て
も
筋
か
に
、
ち
ゃ
ん
と

お
座
り
し
て
凡
て
た
ん
だ
よ
。
里
緒
菜
ち

ゃ
ん
の
お
家
に
は
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
が
い
る

ん
で
す
。
里
緒
菜
ち
ゃ
ん
は
、
草
を
あ
げ

Ｅ－コ
ﾛ 

》

マ
ム

ェー

■
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凸￣￣■
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刃,、心 齢

BG 

ぷふ￣

r再

議薑i鶏
藍 ■ 

鍵露 一ら》

る
所
を
兄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
っ
て
も

上
下
に
あ
げ
ら
れ
る
ん
だ
よ
。
「
岻
繍
菜

は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
怖
が
ら
ず
に
、
カ
ゴ
の
中

の
う
さ
ぎ
を
出
そ
う
と
す
る
の
よ
」
と
笑

っ
て
話
す
マ
マ
の
岻
枝
さ
ん
。
恥
総
菜
ち

ゃ
ん
は
、
度
胸
が
い
い
の
か
な
。
岐
近
、

肌
締
菜
ち
ゃ
ん
は
、
パ
パ
と
マ
マ
が
夕
方

の
お
仕
蛎
に
け
っ
て
い
る
Ⅲ
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
万
Ⅶ
菜
ち
ゃ
ん
と
小
合
の
蛎
務
所
で

｢ママ～柿むいて－－

hmNI地|ｘ永谷芳晴･正枝さんご犬舞次女里緒菜ちゃん

［ 夕事司

歌の上手な
元気っ子アイ脚し。

遊
ん
で
待
っ
て
る
ん
だ
っ
て
。

お
姉
ち
ゃ
ん
と
は
た
ま
に
ケ
ン
カ
も
す
る

け
ど
、
本
巧
は
と
っ
て
も
仲
よ
し
な
ん
だ

っ
て
。
と
っ
て
も
度
胸
も
良
く
て
し
っ
か

り
荷
の
処
緒
菜
ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
Ⅱ
え
ん
坊
を
所
も
あ
る
と
か
。
と
っ

て
も
か
わ
い
い
里
緒
菜
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ

か
ら
、
パ
パ
も
マ
マ
も
メ
ロ
メ
ロ
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

雌
後
に
里
緒
菜
ち
ゃ
ん
の
と
っ
て
お
き

の
特
技
を
教
え
ち
ゃ
い
ま
す
ね
．
そ
れ
は

お
歌
で
す
。
と
っ
て
も
上
手
に
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
よ
。
将
来
は
、

ア
イ
ド
ル
歌
手
ま
ち
が
い
な
し
だ
ね
。

み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

す
ぐ
す
ぐ
人
き
く
な
あ
れ
。
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ア
ク
シ
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も

心
に
残
る
楽
し
い
思
い
出
。

1］ 

か劇し
ら年
十会
）し秋
ｉｌｊＵ］ 
ま研
で修
ルリ旅
婁付
１１１兆が

ilnll・
爺川
棚１．

１口

巳′、

締''j辮麟1鰍図：
を●’）拶オＬのでをか別し台ＭＩＩ

職織lliii
、スMザｋ難W撫耀｡望

Ｆ、

竃ケ

､ブドウ狩り･リンゴ狩り」唇楽しみ意した

に’1こりン’１『たIWlさ１１１]がを'1'lF-l1li鳶'ＷＬｅ爺乾人一とし’ノ観笏場タｌｌｑ・てトパか
千後’しグ内後１１驍宮ん近無装で週仁にjlﾘ１１．聖杯’)ｌｉなＬ光i/ill綴のイ入りＩｉｉ６がスら
エバ''１%をを、i汁で１１ミに.|ドイヤは間壌1ｆｌ食）lIiigで’}二ｌイがをＨｆ・食｜｢･ヤは’'２らあ．,#ｉ
ツ'1ゲフ衆望テ台参剛）,Ｌ、す強「j,｛しけ後１．人嘆後のら楽|渕芙後歳交二原いりlj-辿

緋概雛鞠|'i噸}i懲繊鰍ii
iiiI蝿M雛：戦鰯騨潅糺澱藤Wi煤雨;騨識
゜一夕′,二でｌｌｌ１かへ後ンエあにき＿を霊ちし上氏ンにざと’'１「の。］|［なと人Jliアか

嬉搾,#jiiol,j蝿哲ﾋﾞ州辨…（゜い'ﾆﾊﾞﾏい処'ﾆﾂﾗ･能挨しそ|L|ミンゴリスイ＆た務Ｉｌ１ｉＩｉｉｌシ途

,liWj1ビゼビ腓ｲ:ｋ」ぬif川,ｊｉ,M'蕊鰹厨:腰婆均鰍fご''１

ﾛﾆﾐ、

つ１１をIil）声替う１１k●
ての雌お時思がの１１Mへ′'二一｝
い〃砿上令い上’'１のｌｆｊｊ前）ｊ
ま々に麓ｊｉｌｌｌがにｌｌＬｌけ八卜
すが留に無ｉ１１ｉｌ）は１１約'1ゲノＬ
・参怠り,,｝フ|Ｆし、６１１ＩＩ１ｌＬ１、Ⅱ
加Ｌｌ１ｌ)．旬で］|【うだ両ホＯＫ
し、しプ艦’１】‐つ鯖テ
て米まドリはｉｌ『]たのルｌ１ｌ１ｊ
下年しウヒ旅しよ旅をれ
さもたやが行たう・出
る夢・リリをいでア鑓
よくン、振と、ソし
うのゴ′「’）言参と「'１
噸会Ｌ後退うりⅡい肥鷺

囚
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
。

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
部
研
修
会

日
本
向
け
に
開
発
し
た

「
ロ
ー
コ
ス
ト
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
」
を
視
察
。

中
標
津
Ｅ
Ｔ
Ａ
（
会
腿
・
横
川
光
彩
）

の
視
察
研
修
が
十
月
十
九
Ⅱ
～
二
十
Ⅱ
に
、

会
員
五
人
に
よ
り
札
幌
近
郊
の
野
潔
組
北

海
道
牧
場
と
、
野
澤
組
札
幌
営
業
所
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

野
澤
組
北
海
道
牧
場
で
は
低
仙
格
、
ｒ

期
短
縮
で
効
率
的
な
半
群
管
理
の
出
米
る

木
造
牛
舎
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
）
と
、

ボ
ー
マ
チ
ッ
ク
社
（
米
倒
）
と
ワ
イ
カ
ト

社
（
ニ
ュ
ー
ジ
１
ラ
ン
ド
）
が
脆
く
同
で
、

Ⅱ
水
の
酪
農
家
向
け
に
Ⅲ
発
し
た
く
ロ
Ｉ

』

１ 

瀬地山角先生

る１Ｆ家のなま授会ラ研

騨騨繍＃
し…随順趣が同たたの．

鏑lIlに：チゼＷき','1,Ｍ
れののソ)はＡｌｗ、'ルさＩｌＩｉＲ
ま－視は、ｕｉ１ｌいり〔次れ、寵
し歩点仕社とて点」lミまト地
たにを１下会題行人liJ］し｜区
・つ変、やし葱学参たヨ久
光なえ女又てわmJliIil゜’’''１
K'三がるは化行れ敬礼グ部

コ
ス
ト
ミ
ル
キ
ン
グ
バ
ー
ラ
１
〉
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
澤
組
札
幌
営
業
所
に
行
き
、

現
在
の
輸
入
精
液
の
成
鐘
砺
典
の
現
状

及
び
輸
入
受
精
卵
の
何
効
利
川
の
仕
方
と
、

低
価
格
輸
入
受
精
卯
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。そ
の
夜
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・

フ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
社
と
糖
液

や
輸
入
受
桁
卯
の
説
明
を
受
け
、
視
察
を

終
Ｉ
し
ま
し
た
。

アコ

中
標
津
Ｅ
Ｔ
Ａ
視
察
研
修

まお説がの
しだＩﾘ｜′「絶椎
たし会後え妙
・をカゼかずな
使笑ら、お
つ糊は趾,謡
た形、ｒ１ｔし
、八Ａなに
澱で．，ill:会
まｉｊｌｉｉｉｉ場
しなプでか
汁オフマしら
にれ｜たは

桃、ク。、
賊か商笑
しつ１W！し、

蕊；
（ 

言iﾃﾞﾐﾑｰﾆ：纒=－１＝宇臣

■－ 

蝋 灘 鑿
α￣ 

■ 

●■ 

二
一

､」

Ｉ 

楽しい闘沈で笑いが絶え差せん

、

墨蝋
１戸

H」

▲Ⅵ 

ﾄ 

Ⅵ 

￣ 

■ 

ｌ
‐
ｌ
｜
』
、

Ⅱ 

－匹■

一曽撃
一

澄まし汁はとっても緬単でしﾌﾞニ
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露
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
秋
を
満
喫
／
・

露r覇遡塞

■
Ⅲ
 

職灘

女
性
部
日
帰
り
研
修
旅
行

Ｗ 
罰

豊三塾 一
聯凸
口
■
巴

Ｉ
 

侭珂、

－－ 

万．－１

たわわに実った梨に思わず笑みが.．！

開会の挨拶を行う高li蟹il合長

Ｊ
Ａ
事
業
に
女
性
の
声
を
。

親まめにＭＩＩ度た部ま橋た
１Ｍ：し、はるや。のす細め十
をた継司な司参部侶什の月
深･統今どあ加艮と」豊懇弓
め懇し後、るしよ技が談卜
ま談ても祈るたり拶司会K
し会｜M１，発Ｌ女各･女が，，
た終１１：次次１下性’１『経性｜)Ｈ、
。了し性懇業部堆過の１Ｍ１Ｊ
後ての談仁かの税ＪさＡ
、ほｊｌｆ会つら』DIIﾘ１Ａれム
ポしをといはきと連ま性
ｌい』なて、、し憐し部
リーＡｌ）のＩＩ１ｌｉｌ}てにたと
ンと１ドまｒ'’’'１ド「術Ail゜農
グの楽し’Ｍ１１１１１，１|｝す１)'１協
交声にたや地説参る会と
流も灰・要城Ｉﾘ１１；参仁の
会上映参戦ｉｉｌｊ：ををｌＩ１ｉｉあズiｌ
をがさ加が接受胎にた諦
行つせ杵次支けめ則りを
なてるの々払ま、徳、，粥
いいた１１１とIlillし各しＩｌｉｊる

女
性
部
と
役
職
員
と
懇
談
会瓜一日

サンゴ工はきれいなルピー色でした(カラーでないのが残念】

Ｉ
Ⅱ
二
Ⅱ
肛
例
の
女
性
部
Ⅱ
帰
り
研
修
旅

行
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
道
來
の
秋
の
譜
所
、
網
走
Ⅲ
熊
取

湖
を
訪
れ
ま
し
た
。
能
取
湖
に
は
、
サ
ン
ゴ
革

（
正
式
に
は
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
）
僻
生
地
が
あ
り
、

ル
ビ
ー
色
に
色
づ
い
た
サ
ン
ゴ
承
が
、
じ
ゅ
う

た
ん
を
敏
き
つ
め
た
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
着
は
群
盤
地
の
中
に
あ
る
散
策
路
を
歩
き

な
が
ら
、
其
っ
赤
な
サ
ン
ゴ
蠣
と
湖
と
空
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
鼓
色
を
綱
喫
し
た
一
行
は
、
天
部
Ⅲ
観
光

フ
ル
ー
ツ
側
を
訪
れ
、
梨
狩
り
や
り
ん
ご
狩
り

を
行
な
い
、
一
足
い
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
秋
を
卜

分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ＪＡ辮纂に理解を深めました

1４ 



み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
わ
／

ゎｌＨＪシ

大れ帯シト
きま瀧ユノI
なし食ミニ
|A』た砧ズー１．
の。加ソ七
塊工１，
を研セーニ
、修１十
筋セジⅡ
をン作の
収タリニ
リ］がⅡ

ので中、
ぞ行標う
きな津し

肉の切り方もおいしさのヒケツノ

な
が
ら
、
『
｜
ゼ
ン
チ
の
角
切
り
に
し
て
い

き
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
を
混
ぜ
、
ミ
ン
チ
に

な
っ
た
肉
を
機
械
を
使
い
、
ｒ
聯
に
羊
腸

に
詰
め
て
い
き
ま
す
。

参
加
荷
は
尺
ｉ
Ⅱ
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
に
行
っ
て
来
る
か
ら
ね
ノ
・
と
一
・
凰
皿
う
と
卜

供
述
は
人
懲
ぴ
し
て
た
よ
」
、
「
手
“
作
り
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
添
加
物
が
少
な
い
し
、
安

心
だ
し
ね
」
な
ど
と
識
し
、
ｆ
供
述
の
藤

ぷ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
楽
し
く
災

潤
し
て
い
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

Ｆ已司

ｌ 

Ｌ 
回

シ
ノ

（ 

何よ｛)できたてがうまいんです

絵てがみで集中力を
身につけよう／ 伊旨、

女性部絵てがみ教室

な
る
か
も
」
し
｜
船
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

『
を身すりいい「I1ji約でじしけ心めたみ[護
るに゜のがこま材や作た絵たのをで・教室十
かつ参ｊＩミ人のしをしる感て゜Ⅱ＃落し参鑓に）ｊ
もいノノ'’’'１変絵た手めもIli)ｊが’111ちた加しお十
二て椅刀特て゜にじのをみをつが溝がい八
と、けを徴がｊＫ、で絵は楽か、は行てⅡ
,;ハボ司必的み’）Ｉｉｌｉ、と、しせ罐八な、、
しケ蠣瑛では、を参少、ん、を人わ－１艇
、防’'１と、、拙どDIIし分でＨ１緋とｊＬ絵協
楽Ｉトノ」しかイiＹい秋荷ののい分ち少まて火
しにがまを煙てのは文蝶まだ、なしが会
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次たし､風の中､２１世紀の農業を思い
ロールバック･メッセージ】i舌動をしました。 １

月
十
二
Ｎ
、
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

今
年
は
設
瞳
場
所
が
両
垣
牧
場
と
の
こ

と
で
し
た
の
で
中
標
津
・
計
根
別
線
沿
い

に
お
き
、
ま
あ
ま
あ
の
出
来
上
が
り
で
し

た
。青
年
部
役
圦
み
ん
な
で
仕
事
を
分
担
し
、

少
々
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
冷
た
い
努青年部副部長西垣

様がを期えを紀風
でらそなて残のの
し作れの行し腱’|’
た業ぞかかて業よ
゜をれもな行へく
終のしけけ我頑
え恐れれる々砿
まいなばの青り
しをいなか年ま
た心のら今部し
゜にて・なかはた
人焼はいら何.
変きと大典を二
ごつ、:'１１:剣築－１－
苔けみなにき_
労なん’1卜考iIIIIl上

「■、

コーヒー牛乳無料
配布で交通安全
ミルクキャンペーン
を実施。

〆L、

青年部消費拡大委員長藤田

亟
曰

,志＋滞1,&どまどつべた配，V１台施１１ｉヤＩＭｉ

をんに行が-き北配1をP父１１た部べ合･
ｆさ後をす、てこてコイ1Jの、、'１いflミン組｜・

肖遮ir瑚ﾄﾞﾄﾞ誠TIT湛膿は：ii〔』'１１

噸翻歸縦社Ⅱ辮繊１１

蝿戦釧鰄'ｉｉ
毅駄灘llii釧蕊』雛;

、会クイ（垣蕊諦捲輔鰄さ笈嵜耀
￣ 
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蝿

ｐ
｛
 

》 鞭》

鑿蕊
Ｐ …

驍
悠

LＷ 

、

灘
，． 

作業を終え

心地のよい一日

でした。

震鰯

■
 

f1lii鰯

11ili 
磯磯`､ 

四

鑿
卿

iililiii霧露・』
ひ

■‘ 

Ｌ⑥ 

青年部開陽支部中本信幸

界

環
境
蜷
備
と
し
て
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
と
鉄

く
ず
の
Ⅲ
収
作
業
を
卜
Ⅱ
十
九
Ⅱ
に
行
な

い
ま
し
た
。

決
め
ら
れ
た
枠
の
巾
で
、
み
ん
な
の
希

望
に
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
わ

ず
か
な
が
ら
も
「
キ
レ
ィ
に
な
っ
た
」
（
Ⅳ
）

気
が
し
ま
し
た
。
途
中
、
道
に
迷
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
無
蛎
に
業
欝
へ
た
ど
り

行
く
こ
と
が
川
来
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
は
付
告
が
ｋ
が
る
の
で
楽
で

し
た
が
、
鉄
く
ず
は
、
て
っ
き
り
五
機
で

お
ろ
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

け
か
つ
た
で
す
。
人
の
手
で
お
ろ
し
ま
し

た
。
疲
れ
ま
し
た
が
、
欣
の
風
は
涼
し
く

心
地
の
良
い
．
Ⅱ
で
し
た
。

’ 
「刃一一一一

診鑑

,蟹

■■５８｜Ⅱ咀勺沌巴。
■
■
 

ご｛
》
■
Ｄ

Ｕ
 

ｒ
ｌ
リ
リ

’
Ｊ
 

Ｆｌ 

■
 

行珍熱も学学に
なプ終賊加生当校秋Ｔｌ了
わし始をわま’１グの年

:ル蕊ザＲではラソ識

鐺露雛
;騨蝋オフチか。落十

オ(ムネイ１１１１気’
て・・

秋のソフトボール大会
青年部俣落支部藤田誠

に一面

■ 

エー

ー

■臣２毛曲己、￣壬｡●■●｡

, 

－－ 

＝ 

llZ 



温泉旅行やカタロゲギフトが当たるビッゲチャンス1１

'１０１Ｍ用 皀鵬

。
■

弧
〆＝、

"家、

!Ｌ＜鯵｡お近くのJAにお囲い凸ｂは卜さい，》－．
１
 

M久②ﾎｸﾚ旨’⑨TOYOTA
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第
七
回
理
事
会
の
経
過

」し八七／（１１四三二一へ｜刑１}３
，，会、、つ、に、】ｉｉ、度、に、決催催
北での［１１各い化つ乳Illli』ＩＬｆｆ職つ平議場Ⅱ
海んi没１１１責て宅い牛設成上災い成事所時
道粉|{'ｔｌｉｌｌ企ロて係定十げ；１１・て十項
農粕に地の｜観に三一今二ｖｉｌ１平
業迎つ域ｉ背ン笈つ年にか年標成
臆搬い共入貸金い度つら度津１
１１１１miてｌｒ１１］'１卜）融て鴬いのノLlIlTニ
ノｋｉｆｆ取込妥資膿て婆）］腱f1z
金の組に微要計求木協卜
協改活つのｆｊｊｌ１１Ｔｉへ〒「１１）ｊ
会定血力ぃ－の雑１１Ｚ算公一Ｌ
のに椎て部一本成統縦１
１|｛つ進改部〃Ｉ－Ｉｌｉｉｌ宝_
安い委定改針Ｚｉ汁ｎ
ｊＷて１１に定と年lIlj1

10月の組合曰誌

２日乳牛改良同志会役員会

５日年金相談会

中標津ＥＴＡ打合せ

７日てん菜役員会

１１日畜舎環境調査打合せ会議

１２日畜舎環境調査

農村環境計画に係る勉強会

ヒノ（万一ｌＩＬｌ三こ
つ策、い、いるリi，、て、て、肴、偲没ｔ,，
い定Ｗて１「て′1：第策下ノし地に第議Ｗｆ（,ｉに
て仁Ｔ務乳１ｔ述成）］区つこ事に川つ
｜(i］ｏ所計ｊＵｌｆＩｊｌ．木別い}項つjlFい
け農」ijiiliiム股の二組懇てこｖい業て
た業榮′'二乳実年勘談ｌｉｉｌてり
Ｊ交に産安施度状会Ｊス
Ａ渉係数定にiWf況のＡク
グにる１，ｔ生つ農と蔵北杵
ル'1Ｍ施の産い帯［'１題海、１１
’す設怠対て産｜AＩと道強
プるのｌｈｌ策政ＩｊｌＩ１１大化
のⅡ迫把識策縦程会姿
１２本ＩⅡ１｝臆定・に仁の此
張提ににに１ｍつつ参会
に案つつ係格いい卯の

１３日畜舎環境調査

家畜衛生推進会識
区一コ

第３回青年部消費拡大委員会

中間協議● 

１６日巡回ドック２次検診

役員協議会

１８日女性部えてがみ教室

20日ホクレン販売推進委員会

第二俣落牛乳出荷路線打合せ

23日第４回青年部レクリエーション委

員会

第７回青年部調査広報委員会
１‐’．’‐卜ノし八じ六五四一一へ

し、一一、強、、、状、、つ、業、に、に、報
て、、、ミ化『'２帝kill況総記いり慨平つ，ｚつ、「告
家化滞ル対成産作に済什てス況吸い成い成事
蒜乳介ク策十販物つiTIfiii1クに十てトて卜項
改イヒ環の賀二兎のいけ料符つ二二二Ｖ
良雄境１１（の年」'ｗ'｝て金の理ぃ年イ,ミイド
誹状調の支度業付及１，Ⅱｉ体て度度度
ヒル上盃』'『払’二慨状ぴ格附'’九）しノＬ
ｆにの業い１VI況況Ⅱ,,にな）］）］）｝
」９１つ結フミに北仁に登つど木末末
笈ぃ采紙っ梅っっ配ぃの’高ハｉｒｌｌ,ｆ
紙てににい逆いい当て点川師！ｆ
報つって酷てて余検．］,１，１『
杵いい艇を結共業堆
にてて体ど采済慨概
つ魔のにJIf況況

24日乳牛改良同志会勉強会

青年部役員会

25日女性部とＪＡ役職員との懇談会

26日第５回営農委員会
匠可

農村環境計画打合せ

27日第５回生産委員会

30日第３回管理購買委員会

31日第７回理事会

よしがの鍵たは一
うこよ多地りめ催平月
・力うい〃や、統年
月゜で・で露｜」きに
ＩＨＩしはの水し比
降よ、１１海なべ
水う平がI11llい、

。年少でで冬
１１． 

」ｌＬ

は気ｌｉｉ１なはし」ｕ
平柵様<「よの
年はllIli、年う気
並耐れそに。灰
で．いるの比こ配
しで１１他べの殻

れ１１本入配十
るが海る般低二
１１多側でと気月
がくで・しを圧
多、はよりの
いそ製う一皿
での’）・ＩＷＦ過
し他や平的後
よの雷年に､
う池まと強冬
・方たｌｉｉｌい型
では様蝶の
は雨に気気
ｌｌｌｊｉの１１が圧

可
能
性
の
大
き
な
天
候
見
通
し

十
一
月

低
気
圧
の
迦
過
後
、
冬
型
の
気
圧

配
慨
と
な
り
、
平
年
と
同
様
に
日
本

海
側
で
は
強
り
や
雨
ま
た
は
雪
の
、

が
多
く
、
そ
の
他
の
地
方
で
は
晴
れ

る
Ⅱ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

十
一
月
か
ら
一
月
ま
で
の
概
要

二
力
川
平
均
気
温
は
、
平
年
帷
か

揃
い
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率

は
と
も
に
四
○
評
で
す
。

Ｓ
力
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報
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三
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・
四
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一 昭和30年代

酪農の基盤整備で公的補助制度もあって、

直径３ｍ位のコンクリート流し込みのサイ

ロを、手間替作業で型枠の組み立てコンク

リートの流し込み作業などは自分達でやっ

たものです。
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写真･文提供房川喜延氏

牝，
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